
   1日１問 

（中学１、２、３年生向け数学）      中学校    学年 氏名 

６．２００１年群馬県の入試問題   難易度４ 丸文字は解ける学年 

★（４０点必須）、★★（６０点必須）★★★（７５点必須） 

１１７ｇｈ０１０９１２gunmaｄｓ３ｔ３  

右の図の三角形ＡＢＣは１辺の長さが８ｃｍの 

正三角形である。２点Ｐ，Ｑは、それぞれ辺 

ＡＢ、ＡＣ上を一定の速さで動く点であり、 

頂点Ａを同時に出発して、Ｐは毎秒１ｃｍの 

速さでＱは毎秒２ｃｍの速さで動き、２点が再び 

出合った時停止するものとする。 

次の１）～３）の問に答えよ。 

１）★①２点が停止するのは出発してから何秒後ですか。 

 

 

 

２）★★②出発してから停止するまでの、Ｐ、Ｑ 

それぞれについて出発してからの時間と頂点Ａ 

からの距離との関係を表すグラフを、それぞれかけ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）★★②２点が出発してからｘ秒後の三角形ＡＰＱについて 

（１）はじめて正三角形となるときのｘの値を求めよ。 

 

 

 

 

（２）★★★③直角三角形となる時のｘの範囲と値をすべて求めよ。 
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問題の解き方と復習のポイント 

問題を良く読まなければ正解は難しい。良く読むこと。 

１）停止するのは点Ｐが頂点Ａに戻るときである。Ｐが１回目に戻るときは１６秒後で 

そのとき、点Ｑも頂点Ａに戻るから、１６秒後に停止する。 

２）右図 
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(1)Ｐ，Ｑが点Ａから等しい距離が正三角形である。

・・・・①

・・・・②の交点を求める。

　　　　　初めて正三角形になるのは 　秒後である。

（２）直角三角形になるのはＡＰ，ＡＱの長さがどちらかが２：１の長さであればよい。

または
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